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ネコヘルペスウイルス1型（FeHV-1）は成ネコの約70％が抗体を保有しており、ワクチンにより

重症化は防ぐことはできるものの、感染や再活性化を完全に防ぐことはできない。より良いワク
チンの開発にはFeHV-1の増殖機構や病態発現機構の解析が求められ、その為には組換ウイルス作
製系は欠かすことができない。既存の組換ネコヘルペスウイルス1型（FeHV-1）作製系は、ウイル
スゲノムの一部が欠損している又はウイルスゲノム内にネコ由来と推察される配列（約2.5kbp）
を含むものであり、FeHV-1ゲノムのみを全長で保持する系は存在しない。そこで、FeHV-1全長ゲ
ノムを有し、且つ外来遺伝子を極力含まない、組換えFeHV-1作製系の作製を目指し、以下の研究
を行った。 

 
1） FeHV-1ゲノム上の外来遺伝子挿入部位の検討 
既存のFeHV-1 ΔTK BAC（FeHV-1 TK遺伝子領域にEGFP-BAC配列を有する）組換え系を利用し

て、至適外来遺伝子部位の検討を行った。 
 

2）FeHV-1 BACの作製 
 挿入部位の上流及び下流の塩基配列を付加したEGFP-BACをトランスフェクションした細胞へFe
HV-1を感染させ、相同性組換えによりFeHV-1ゲノムにEGFP-BACを挿入することでFeHV-1 BACの作
製を試みている。 

 


